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１１月５日（火）５～６校時に１学年を対象とした進路ガイダンスが実施されました。また同日４～６校時

に２学年は、就職・公務員希望者を対象に三沢市国際交流センター（三沢市）で県内企業説明会、進学希望者

はユートリ― 多目的ホール（八戸市）で開催された「オールあおもり」進学相談フェアに参加しました。 

 

 

 ５校時目は「働き方＆収入 仮想体験グループワーク」を行いました。 

生徒たちはそれぞれの収入額を競いながら、就職した場合や進学した場 

合、また就業形態による生涯収入の違いなど、人生の選択について楽し 

く学びました。６校時目の職業理解分科会（２６分野）では、事前に 

行ったアンケートをもとに、自分が興味のある分野の学校・企業からの 

説明を、各自２つ聴講しました。自分の進路を決めるのは自分自身です。 

自分を磨くことが、将来像を描く一助となるので、普段の学校での勉強 

も真剣に取り組んでいきましょう。 

 

 

地元企業の理解と職業観の醸成を図ることを目的として行われ、４６ 

名の生徒が参加しました。三沢地区の企業１０社の採用担当者が１０分 

程度で自社の企業を説明し、その後質疑応答を行いました。生徒たちは 

企業理念や仕事内容の説明・質疑応答を通して、各企業について理解を 

深めていました。聞きなじみのない企業や職種もあったかもしれません 

が、この企業説明会を通して身近に感じ、さまざまな企業が社会を支え 

ていることを理解することができたのではないでしょうか。社会人にな 

るという自覚を強く持って、これからの進路選択に生かしましょう。 

 

 

 県内の約４０の大学・専修学校等が参加し、就職状況や資格取得の実 

績等の情報、学校生活や入試方法等について情報提供をしていただきま 

した。参加した６２名の生徒たちは大学・専修学校等から説明を聞き、 

熱心に情報収集をしながら、将来どのような職業に就いて生きていたい 

か、そのためにはどのような学校で何を学びたいかを考えるよい機会と 

なりました。自分が進む進路は、自分が一番詳しくなければなりません。 

校種によってカリキュラム等が異なるので、しっかり比較・検討してい 

きましょう。 

--------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

 

２０２４年も残すところあと１０日ほどとなりました。生徒のみなさんは今年の自分を振り返り、課題を見つ

け、冬休みに自分がすべきことは何かを考えて実行に移していきましょう。 

３年生のみなさんは高校卒業が刻一刻と迫ってきました。冬休みが明けたらあっという間に学年末考査、新生

活まであと３ヶ月です。残りの学校生活が次のステップへつながるよう、実りある学校生活を送ってください。 

２年生のみなさんにとって３学期は３年生０学期ともいわれ、３年生になる準備をする学期になります。進学

や就職など自分自身の進路選択をしなければならないので、気持ちを切り替えるための冬休みにしてください。 

１年生のみなさんは、目標を持って学校生活を過ごしていますか？残り３ヶ月、自分の満足できる形で１年を

締めくくることができるように、今のうちにできることは積極的にチャレンジしてください。 

進路ガイダンス（１学年） 

県内企業説明会（２学年） 

「オールあおもり」進学相談フェア（２学年） 

 

３学期を充実させるために 

参加企業等 

小坂工務店、（株）川賢 

日本フードパッカー 

（株）岡山建設、（株）寿商事 

王子コンテナー 

プレステージインターナショナル 

駐留軍等労働者労務管理機構三沢支部 

三沢市消防署、三沢市役所 



１・２年生のうちから学校生活をいかに有意義な時間にすることができたか、試験対策など進路実現に向けて

どのように準備を進めてきたのかが、試験の合否の分かれ目になります。１年間のまとめの３学期を充実させら

れるようにしましょう。 

--------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

１０月１５日～２８日までの２週間にわたり、本校の卒業生３名が教育実習を行いました。この３名に①大学

でどんな勉強をしているか、②大学入試で苦労したこと、③高校時代にやっておいたほうがよいこと、④大学に

入ってよかったと思うこと、⑤後輩たちへのアドバイス、についてインタビューしました。特に、進学を考えて

いる人は参考にしてみましょう。 

蛯名 帆菜美さん（福島大学 経済経営学類 経営学コース） 

①経済学、経営学、会計学、外国文化等の領域の基礎を学び、専門性を高めて深く学べる大学。 

②自分が大学で何を学びたいかを言語化する。正直やりたいことが決まっていなかったため、苦労した。 

③資格の取得と自分が一つでも頑張ったと胸を張って言えるようなこと（部活、勉強など）。 

④いろいろな経験を積めたこと。大学は良くも悪くも自由なので、自分で選択したり、挑戦することができる。

私は、海外に行ったり、福島の震災地で活動したりなど、行動範囲が広がって、学ぶ機会が多くありました。 

⑤貴重な３年間を有意義に使ってください！勉強・部活・資格取得など忙しく大変だと思いますが、高校での経

験は一生ものになるので、友達や仲間と楽しんでください！ 

 

田嶋 萌さん（弘前大学 社会経営課程） 

①経営や会計について学んでいて、自動販売機の売上支援や企業のＳＮＳ運用の方針や戦略の実習をした。 

②自己分析が不十分だったため、書類や面接の形が完了してからの練習などに時間をかけられなかったこと。 

③資格の取得。大学に入ってみて、もう一度資格の取得のために時間を見つけることは難しいと感じた。 

④さまざまなバックグラウンドを持つ人と出会えたこと。考え方、価値観の違いを実感し、視野が広くなった。 

⑤高校３年間はあっという間に終わります。進路ももちろん大事ですが、３年間での経験はこれからの人生に大

きな影響を与えるので、悔いの残らない高校生活を送ってください！ 

 

熊野 優雅さん（青森大学 ソフトウェア情報学部、ソフトウェア情報学科） 

①私はＩＴやプログラミングを学んだ。社会学や経営も学べるので、幅広く勉強できる。 

②面接練習、合計で１５回以上した。小論文もあったので、何回も書いて練習した。 

③どんな事にでも全力で取り組むこと。高校時代に頑張ったこと、楽しかったこと、悲しかったこと、つらかっ

たことすべてが受験やこれからの人生に繋がると思うので、日々の活動や、行事に全力で取り組んでほしい。 

④世の中にはたくさんの仕事があって、どんな職業なのか、どうすればなれるのかを知ることができた。 

⑤「今」を全力で楽しむこと！将来のことを考えて不安になったり勉強してる人もたくさんいると思いますが、

高校３年間はとても短く、楽しい時間です。日々の生活や、行事に全力で取り組み、思い出をたくさん作って

ください。友達もたくさん作ってください。とにかく「今」を頑張った先に、良い将来が待っています！ 

 

１月・２月の日程                   ２６日    全商簿記検定 

１月６、７日 公務員冬期講習            ２９日    ２年面接・マナー講習 

１４日  ３学期始業式             ２９～３１日 ３年期末考査  

１８日  第３回英語検定１次試験      ２月２日     全商商業経済検定 

１９日  全商情報処理検定           １０～１４日 １・２年期末考査 

２２日  進路合格体験発表会          ２３日    日商簿記検定 
 

教育実習生へのインタビュー 

 


